
木曽川文庫

建設省中部地方建設局
木曽川下流工事事務所

木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに考えていきたいと思います。
今回は輪中のふる里安八町を特集し、
輪中の形成過程や水防活動などを追跡。
明治改修第三編では分流工事の実態をご紹介します。
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■
安
八
町
の
あ
ら
ま
し

安
八
町
は
濃
尾
平
野
の
西
部
に
位
置
し
、
長
良

川
と
揖
斐
川
に
は
さ
ま
れ
た
南
北
約
九
㎞
、
東
西

約
三
㎞
に
わ
た
る
細
長
い
地
域
で
す
。
海
抜
は
四

〜
七
ⅿ
内
外
で
南
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
低
下
し

て
お
り
、
町
内
に
は
中
須
川
や
中
村
川
な
ど
、
長

良
・
揖
斐
の
支
派
川
が
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ
て
い

ま
す
。
大
小
河
川
が
も
た
ら
す
水
の
恵
み
は
地
味

豊
か
な
土
壌
を
育
み
、川
の
道
と
い
う
交
通
手
段
と

な
る
な
ど
、
一
定
の
居
住
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
一
方
、
洪
水
に
よ
る
水
害
や
河
道
の
変

遷
な
ど
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
町
に
人
々
が
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は

弥
生
時
代
。
西に

し
む
す
ぶ結

・
北き

た
い
ま
が
ぶ
ち

今
ヶ
淵
・
森も

り
べ部

地
域
か
ら
弥

生
式
土
器
や
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
集
落

が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

化
二
年（
六
四
六
）の
わ
が
国
最
古
の
戸
籍
に
は『
安

八
万
』『
味
蜂
間
郡
』と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
と
も
に「
ア

ハ
チ
マ
」と
発
音
し
、
こ
の
地
域
は
、
現
在
の
揖
斐
郡

南
部
か
ら
大
垣
市
全
域
に
ま
た
が
り
、
す
で
に
栄
え

て
い
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
こ
の
頃
、
森
部
地

域
に
は
宇う

ば
と
う

波
刀
神
社
が
創
建
、倭

や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
が
神
器
を
奉

じ
た
美
濃
巡
行
の
際
、
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
由
緒

正
し
き
神
社
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、こ
の
地
域
一
帯
は

大
和
朝
廷
と
密
接
な
関
わ
り
を
保
ち
な
が
ら
、荘
園

や
国
衞
領
が
形
成
さ
れ
、
中
世
に
は
亀
山
法
皇
ゆ
か

り
の
二ふ

た
ぎ木

荘
、
足
利
尊
氏
ゆ
か
り
の
森
部
荘
、
皇
室

領
で
あ
る
大お

お
ぐ
れ榑

荘
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
は
、
京

都
か
ら
鎌
倉
を
結
ぶ
街
道
を
整
備
、
京
都
か
ら
美

濃
の
国
に
入
っ
た
東
山
道
は
、
分
か
れ
て
美
濃
路
と

な
り
、
安
八
町
の
町
屋
か
ら
墨
俣
町
二
ツ
木
、
上
宿

を
通
り
、長
良
川
を
越
え
尾
張
の
国
に
通
じ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
東
山
道
は
さ
ら
に
鎌
倉
街
道
に
通
じ

る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
安
八
町
の

町
屋
は
要
衝
の
地
と
し
て
発
展
し
、
街
道
筋
に
建
つ

結
神
社（
建
仁
一
年
・
一
二
〇
一
年
の
創
建
）は
往
来

す
る
人
々
の
安
息
所
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
戦
火
を
浴
び
た
下
克
上
の
時
代

足
利
幕
府
が
崩
壊
し
日
本
全
土
が
戦
乱
の
舞

台
と
な
っ
た
下
剋
上
の
時
代
。
こ
の
地
域
に
も
戦

乱
の
火

の
手
が

の
び
て

き
ま
し

た
。『
美

濃
を
制

す
る
も

の
が
天

下
を
制

す
』。
全

国
制
覇

を
目
指

す
織
田
信
長
が
岐
阜
・
稲
葉
城
の
斉
藤
勢
を
攻
略

す
る
際
、森
部
も
戦
乱
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
永

禄
四
年（
一
五
六
一
）五
月
、
千
五
百
余
騎
を
率
い
た

信
長
勢
は
長
良
川
を
越
え
て
森
部
に
侵
入
。
湿
地

帯
を
巧
み
に
利
用
し
た
戦
術
が
功
を
奏
し
、
六
千

余
騎
の
斉
藤
勢
を
撃
破
。
森
部
の
薬
師
堂
に
は
両

軍
兵
士
の
霊
を
祀
っ
た
記
念
碑
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。石

田
三
成
率
い
る
西
軍
と
徳
川
家
康
率
い
る

東
軍
が
天
下
を
分
け
た
関
ケ
原
の
合
戦
の
折
り
に

は
、
徳
川
家
康
と
親
交
を
深
め
て
い
た
東
本
願
寺

教
祖
・
教
如
上
人
の
上
洛
に
際
し
、こ
の
地
の
門
徒

土
手
組
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
一
説
に
よ
れ
ば
石

田
三
成
挙
兵
を
知
っ
た
教
如
上
人
が
こ
れ
を
家
康

に
知
ら
せ
る
た
め
、
関
東
か
ら
下
向
。
三
成
の
伏

兵
を
避
け
る
た
め
に
土
手
組
に
助
け
を
求
め
、森
部

の
光
顕
寺
に
身
を
ひ
そ
め
た
と
か
。
そ
の
後
土
手

組
門
徒
は
教
如
を
守
護
し
て
上
洛
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
の
際
討
死
に
し
た
も
の
は
十
八
名
、
そ
の
功

績
に
よ
り
光
顕
寺
は
直
参
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

■
輪
中
の
形
成

木
曽
三
川
下
流
域
一
帯
で
最
も
複
雑
に
小
輪
中
が

入
組
ん
で
い
る
の
が
安
八
町
一
帯
で
す
。
こ
れ
は
長

良
川
や
揖
斐
川
が
接
近
し
て
流
れ
、
し
か
も
そ
の
支

派
川
で
あ
る
中
須
川
、
中
村
川
な
ど
が
乱
流
す
る
た

め
で
し
た
。
度
重
な
る
水
害
か
ら
集
落
を
守
る
た
め

人
々
は
一
体
と
な
っ
て
輪
中
堤
を
築
き
、
江
戸
中
期

か
ら
幕
末
に
が
け
て
七
輪
中
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

　
（
輪
中
分
布
図
参
照
）。

正
保
元
年（
一
六
四
四
）に
作
成
さ
れ
た
美
濃
国
絵

図
に
よ
れ

ば
、
揖
斐

川
の
古
川

と
新
川
に

囲
ま
れ
こ

た
牧
村
・

馬
之
瀬
村

は
す
で
に

牧
輪
中
を

形
成
。
森

部
輪
中
は

こ
の
頃
福

束
輪
中
の

堤
外
地
に

あ
り
ま
し
た
が
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
七
三
）に

は
南
西
部
か
ら
東
南
部
へ
か
け
て
輪
中
堤
を
築
き
、

輪
中
の
形
態
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、中
須
輪
中
や
北
今
ヶ
淵
輪
中
で
は
、

部
分
的
に
築
造
さ
れ
た
堤
防
が
存
在
す
る
だ
け

で
、
完
全
な
輪
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

理
由
と
し
て
は
、
中
須
、
大
明
神
、
北
今
ヶ
淵
を
含

め
た
集
落
が
や
や
高
地
に
あ
り
、
河
川
も
自
由
に

蛇
行
、
天
井
川
の
傾
向
も
少
な
く
、
従
っ
て
排
水
も

容
易
な
た
め
。
つ
ま
り
、江
戸
中
期
ま
で
の
安
八
地

方
は
環
状
の
輪
中
堤
防
を
必
要
と
は
せ
ず
、そ
の
必

然
性
は
宝
永
の
大
取
払
い
や
宝
暦
治
水
、
新
田
開

発
と
い
っ
た
傾
向
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
す
。

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）、
薩
摩
義
士
に
よ
る
治

水
工
事
に
よ
っ
て
油
島
締
切
堤
や
大
榑
川
洗
堰
が

完
成
す
る
と
、
こ
の
地
域
の
河
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
一
方
で
は
長
良
・
揖
斐
川
の
河
床
が
高
く
な
っ

て
天
井
川
と
な
り
、
従
っ
て
完
全
な
輪
中
堤
防
の
な

か
っ
た
中
須
・
大
明
神
・
北
今
ヶ
淵
な
ど
で
も
築
堤

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

中
村
輪
中
は
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
〜
十
一
）

に
輪
中
堤
の
一
部
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
堤

外
の
草
野
を
本
堤
内
に
囲
い
こ
む
た
め
、
北
方
の
旧

鎌
倉
街
道
を
堤
に
利
用
し
て
掛
廻
堤
防
と
し
て
い

ま
す
。
北
今
ヶ
淵
輪
中
も
同
様
、
宝
暦
治
水
以
降

水
害
が
激
化
。
し
か
し
大
垣
藩
領
、
幕
府
領
と
隣

接
す
る
こ
の
集
落
の
地
理
的
、
政
治
的
環
境
は
、

容
易
に
築
堤
を
許
さ
ず
、
安
政
年
間（
一
八
五
四
〜

六
〇
）に
近
隣
の
輪
中
が
堤
防
を
補
強
す
る
と
い
う

機
運
に
乗
じ
て
よ
う
や
く
中
須
川
沿
い
に
新
堤
を

築
造
し
、完
全
輪
中
の
形
態
を
整
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
宝
暦
治
水
以
降
、
安
八
町
一
帯
で

は
掛
廻
堤
の
築
造
に
尽
力
す
る
よ
つ
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
輪
中
間
の
対
立
は
激
化
し
て
い
き

ま
し
た
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
四
月
の
大
洪
水

で
は
、
中
村
輪
中
の
外
堤
、
数
ケ
所
が
決
壊
、
そ
の

修
復
を
め
ぐ
っ
て
森
部
輪
中
と
争
い
に
な
り
、
天
保

二
年（
一
八
三
一
）、
数
百
両
の
工
事
金
を
負
担
す
る

こ
と
で
よ
う
や
く
解
決
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
対
立
の
抜
本
的
解
決
は
、明
治
と
い
う
新

し
い
時
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
輪
中
意
識
と
防
水
組
織

輪
中
内
の
村
々
は
共
同
し
て
水
害
を
防
ぎ
、
悪

水
を
排
除
す
る
た
め
、
様
々
な
協
議
・
申
合
せ
を
重

ね
、規
定
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）十
二
月
、
結
輪
中
で
は
規

定
書
に
従
っ
て
、村
毎
に
諸し

ょ
し
き
ぐ
ら

色
蔵
を
建
造
し
、水
防
活

動
に
必
要
な
杭
・
明
俵
・
縄
・
松
明
・
掛
矢
な
ど
を
常

備
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
出
水
が
六
合
目
に
達
し
た

ら
圦
所
番
所
を
た
て
、
七
合
目
か
ら
は
村
役
人
も
見

ま
わ
り
、
村
民
は
家
内
の
取
片
付
に
か
か
り
、
十
五

歳
以
上
六
十
歳
以
下
の
人
々
は
全
員
堤
防
へ
か
け
つ

け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
堤
防

決
壊
時
に
は
、急
廻
文
、鐘
・
太
鼓
を
堤
で
合
図
。
万

全
の
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

安
政
二
年（
一
八
五
五
）に
は
、
輪
中
堤
丈
夫
附
自

普
請
に
つ
い
て
五
ヶ
条
の
規
定
を
設
け
、
定
期
的
な

輪
中
堤
の
点
検
、修
復
な
ど
を
取
決
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
諸
規
定
の
根
幹
を
流
れ
て
い
る
の
が
、

全
員
一
致
で
村
を
水
害
か
ら
守
る
、
と
い
う
強
い
決

意
。
同
一
輪
中
内
に
暮
ら
す
人
々
は
、
水
防
と
い
う

共
同
の
意
識
で
強
く
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
共
同
意
識
を
輪
中
意
識
と
呼
び
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
は
同
一
輪
中
に
暮
ら
す
人
々
を
つ
な
ぐ
意
識
で

あ
り
、
先
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
利
害
が
反
す
る
輪

中
間
で
の
対
立
抗
争
を
も
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

■
緑
の
中
の
先
端
産
業

明
治
に
入
り
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
た
明
治
四

年
に
は
、安
八
町
一
帯
は
笠
松
県
・
大
垣
県
・
名
古

屋
県
・
犬
山
県
に
所
属
、同
年
十
一
月
に
は
岐
阜
県

に
、
同
十
二
年
に
は
安
八
郡
に
所
属
、
同
三
〇
年
四

月
の
地
方
制
度
改
正
に
伴
い
、
三
村
が
合
併
し
、
名

森
村
、
結
村
、
牧
村
の
誕
生
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
の
道
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
二
八
年
、
町
村
制
合
併
促
進
法
が
施
行
さ

れ
、
同
三
〇
年
、
三
村
が
合
併
し
て
安
八
村
と
な

り
、
昭
和
三
五
年
四
月
一
日
に
は
町
制
が
施
行
さ

れ
、
安
八
町
が
成
立
、
現
在
の
町
域
を
確
定
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
近
代
化
の
波
は
、安
八
町
の
農
業
を

飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
明

治
二
〇
年
に
着
工
さ
れ
た
木
曽
三
川
下
流
改
修
に

よ
り
水
害
は
減
少
、
河
川
締
切
に
よ
り
耕
地
面
積

も
増
加
し
、
緑
豊
か
な
穀
倉
地
帯
へ
と
成
長
。
大

垣
・
岐
阜
・
名
古
屋
と
い
う
都
市
に
近
接
し
た
立
地

条
件
を
活
か
し
、
米
作
を
中
心
と
し
て
野
菜
の
栽

培
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
を
活
用
し
た
施
設
園
芸
や

養
鶏
、
酪
農
な
ど
が
行
わ
れ
、
現
在
で
は
地
域
に
融

合
し
た
農
産
物
の
生
産
振
興
と
意
欲
的
な
農
業
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
伊
勢
湾
臨
海
工
業
地
帯
、
北
陸
圏
、
名
古

屋
都
市
圏
及
び
近
畿
圏
の
接
点
に
位
置
す
る
と
い

う
地
理
的
条
件
は
、
産
業
の
発
展
を
も
促
し
ま
し

た
。
町
制
施
行
後
、
行
政
に
よ
る
工
場
誘
致
が
決

定
さ
れ
る
と
、
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
建

設
さ
れ
、
カ
ラ
ー
Ｔ
Ｖ
の
製
造
を
開
始
、
純
農
業
地

帯
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
す
っ
か
り
払
拭
さ
れ
ま
し

た
。
国
鉄（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）新
幹
線
や
名
神
高
速
道

路
の
町
内
貫
通
な
ど
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
産
業
化

を
促
進
し
た
大
き
な
要
因
で
す
。
現
在
で
は
超
Ｌ

Ｓ
Ｉ
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

関
連
製
品
を
生
産
す
る
企
業
や
乳
製
品
生
産
な
ど

の
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
、緑
の
中
の
田
園
工
業
都

市
へ
と
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
快
適
で
住
み
よ
く
、
美
し
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
の
整
備
も
着
々
と
進
行
中
。
現
在
で
は
公

共
下
水
道
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献

『
安
八
町
史
』通
史
編 

安
八
町
発
行

『
ふ
る
さ
と
安
八
町
』安
八
町
教
育
委
員
会
発
行

『
地
名
事
典
』角
川
書
店
発
行

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

ふるさとの町・探訪記

発
展
を
遂
げ
る
緑
の
田
園
工
業
都
市

長
良
川
と
揖
斐
川
に
は
さ
ま
れ
た
水
郷
地
帯
、

そ
れ
が
安
八
町
で
す
。

豊
饒
な
る
水
の
恵
み
は
地
味
豊
か
な
土
壌
を
は
ぐ
ぐ
む
一
方
、

洪
水
と
い
う
恐
ろ
し
い
災
禍
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
道
の
り
は
ま
さ
に
、
水
害
と
の
闘
い
で
し
た
。

先
人
た
ち
の
尊
い
犠
牲
や
、
汗
や
涙
の
苦
闘
…
。

こ
う
し
た
努
力
は
実
り
、

緑
豊
か
な
田
園
工
業
都
市
に
発
展
を
遂
げ
、

現
在
で
は
、
快
適
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

多
彩
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
脇
坂
文
助
の
業
績

文
助
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）、
安
八
町

大
野
の
大
地
主
・
脇
坂
文
治
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
安
八
町
は
洪
水
の
常
習

地
帯
。
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
人
々
の
悲
し
み
は
、

少
年
の
日
の
心
に
深
く
焼
き
つ
い
た
の
で
し
ょ

う
。
治
水
事
業
に
全
財
産
を
投
げ
出
し
た
彼
の

針
路
は
、
こ
の
頃
か
ら
萌
芽
し
て
い
た
の
で
す
。

少
年
時
代
の
文
助
は
漢
学
者
と
し
て
全
国
に

名
を
馳
せ
た
観
音
寺
の
大
夢
和
尚
に
学
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
机
を
並
べ
て
い
た
の
が
、
後
の
衆

議
院
議
員
で
あ
り
治
水
活
動
の
第
一
人
者
で
あ
る

山
田
省
三
郎
。
彼
は
学
友
に
、
そ
し
て
治
水
に

心
血
を
注
ぐ
父
親
に
大
い
な
る
影
響
を
受
け
、

そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
六
歳
か
ら
十
二
年
間
に
渡
り
庄
屋
戸
長
を

勤
め
た
文
助
は
、
郡
中
総
代
や
堤
防
取
締
方
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
生
れ
故
郷
大
野

の
掛
廻
堤
築
造
に
奔
走
し
、
私
財
を
投
じ
て
工

事
を
竣
工
さ
せ
て
い
ま
す
。

明
治
十
二
年
に
は
最
初
の
県
会
議
員
に
当
選
、

「
治
水
共
同
社
」
創
設
が
議
員
と
な
っ
て
の
最

初
の
大
き
な
仕
事
で
す
。
そ
の
一
方
、
山
田
省

三
郎
ら
と
と
も
に
、
時
の
政
府
に
木
曽
川
水
系

の
根
本
的
治
水
対
策
を
請
願
。
こ
れ
ら
の
請
願

活
動
は
つ
い
に
実
を
結
び
、
明
治
二
〇
年
、
木

曽
三
川
分
流
工
事
は
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
最
後
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
、

『
人
に
似
た
案
山
子
の
里
や
秋
の
暮
』

の
辞
世
の
句
を
残
し
、
下
宿
屋
の
一
室
で
一
人

寂
し
く
五
〇
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
訃
報
を
聞
い
た
山
田
省
三
郎
は
『
歴
代

の
名
門
が
一
朝
に
し
て
廃
絶
に
帰
し
た
思
い
が

す
る
』
と
心
を
痛
め
ま
し
た
。

安
八
町
役
場
に
建
つ
顕
彰
碑
は
、
文
助
の
偉

業
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

安八町空撮

森部合戦場跡

『ふるさと安八町』より

大榑川洗堰絵図 鹿児島県立図書館蔵

脇坂文助の碑
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■
江
戸
時
代
の
悪
水
排
除

安
八
町
一
帯
の
水
害
が
深
刻
化
す
る
の
は
、
江
戸

時
代
以
降
の
こ
と
。
環
状
の
輪
中
堤
を
も
た
ず
、

河
川
が
流
動
的
で
あ
っ
た
時
代
は
、
洪
水
に
よ
る
被

害
も
少
な
く
、
天
井
川
も
少
な
い
た
め
、
排
水
も
比

較
的
容
易
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
堤
防
内
外
に
あ

る
遊
水
地
帯
が
洪
水
と
い
う
外
敵
か
ら
、
ま
た
内
水

（
輪
中
内
に
湛
ま
る
雨
水
な
ど
）
と
い
う
内
な
る
敵

か
ら
、
集
落
や
田
畑
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
農
業
生
産

の
向
上
を
目
指
し
た
新
田
開
発
が
進
む
よ
う
に
な

る
と
、
こ
の
遊
水
地
帯
を
堤
内
に
繰
入
れ
て
新
田
と

し
て
開
拓
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
環
状
の
輪
中
堤
を

築
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
輪
中
の
形

成
は
、農
業
生
産
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
半
面
、

田
畑
や
家
屋
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
宝
永
の
大
取
払
い
や
宝
暦
治
水
な
ど
の
河
川

改
修
も
、
洪
水
や
内
水
被
害
の
遠
因
と
な
り
ま
し

た
。
大
規
模
な
築
堤
や
河
川
の
締
切
は
木
曽
三
川

下
流
域
に
大
き
な
効
用
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
そ

の
半
面
、
輪
中
内
よ
り
も
河
床
が
高
い
と
い
う
天
井

川
の
現
象
を
生
み
出
し
、
洪
水
や
湛
水
に
よ
る
弊
害

を
も
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

輪
中
の
最
大
の
問
題
は
、
洪
水
防
御
は
無
論
、
輪

中
内
に
た
ま
る
悪
水
の
排
除
に
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

輪
中
に
お
い
て
も
排
水
路
で
あ
る
悪
水
江
を
掘
り
、

悪
水
圦
樋
（
排
水
管
）
を
敷
設
す
べ
く
努
力
し
ま
し

た
が
、
問
題
は
こ
の
排
水
を
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
に
放

出
す
る
か
に
あ
り
ま
し
た
。
即
ち
、
上
流
部
の
輪
中

が
悪
水
を
下
流
部
に
放
出
す
れ
ば
、
悪
影
響
を
及
ぼ

し
が
ね
な
い
が
ら
で
す
。
従
っ
て
、
近
隣
輪
中
と
の

調
整
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
排
水
管
は
輪

中
堤
内
に
伏
込
む
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
工
事
は

堤
防
の
保
安
上
、笠
松
堤
方
役
所
や
多
良
役
所
の
許

可
・
監
督
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
流
砂
の
堆

積
に
よ
る
天
井
川
の
傾
向
は
、
通
常
の
排
水
機
能
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
従
っ
て
悪
水
江
を
さ
ら
に
川

下
ま
で
掘
下
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
当
時
江
下
げ
普
請
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

た
め
に
は
下
流
輪
中
部
へ
一
定
額
の
江
料
を
支
払
う

必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

森
部
輪
中
は
宝
暦
治
水
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
大

榑
川
洗
堰
に
被
害
を
最
も
大
き
く
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
洗
堰
は
大
榑
川
へ
の
水
落
ち
を
減

少
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
に
長
良
川
本
流
へ
の

水
行
を
緩
め
、
流
砂
を
滞
ら
せ
た
た
め
、
悪
水
排
出

に
悪
影
響
を
与
え
た
の
で
し
た
。

明
和
三
年（
一
七
六
六
）、森
部
輪
中
は
悪
水
江
伏

越
を
願
い
出
、
次
い
で
享
和
二
年（
一
八
○
二
）に
は

※
白
普
請
に
よ
る
悪
水
落
江
下
げ
を
計
画
し
ま
し

た
。
こ
の
工
事
は
中
村
川
の
川
底
に
伏
越
樋
を
埋

め
楡
俣
村（
現
在
の
輪
之
内
町
）と
大
薮
村（
現
在
の

輪
之
内
町
）の
堤
外
畑
を
借
地
し
て
新
排
水
路
を
敷

設
し
、
悪
水
を
排
出
す
る
と
い
う
も
の
。
工
事
代
金

約
三
一
九
六
両
を
要
し
た
工
事
は
、
翌
年
に
は
完
成

し
ま
す
が
、
そ
の
費
用
は
す
べ
て
輪
中
内
の
村
々
の

負
担
。
し
か
し
せ
っ
か
く
の
伏
越
樋
や
悪
水
江
も
、

そ
の
後
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
っ
た
た
め
、
森
部
輪

中
は
ま
た
し
て
も
、
白
普
請
と
い
う
重
い
負
担
を
背

負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
悪
水
江
の

開
削
は
、
各
輪
中
の
大
き
な
課
題
。
利
害
の
反
す
る

輪
中
間
の
調
整
は
、
し
ば
し
ば
対
立
抗
争
に
ま
で
発

展
、
こ
の
問
題
は
開
明
の
明
治
維
新
を
す
ぎ
て
も
な

お
、大
き
な
抗
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

※
白
普
請
:
江
戸
時
代
の
河
川
改
修
の
一
つ
の
方

法
で
、そ
の
全
費
用
を
担
当
集
落
が
負
担
し
た
。

■
木
曽
三
川
下
流
改
修
と
安
八
町

木
曽
三
川
下
流
改
修
と
は
、木
曽
・
長
良
・
揖
斐

三
大
川
の
中
流
よ
り
河
口
ま
で
の
、
最
も
水
害
の
大

き
い
流
路
の
改
修
工
事
で
す
。
宝
暦
治
水
以
後
、

流
砂
に
よ
っ
て
河
床
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
た
こ

と
、
輪
中
堤
の
築
造
に
よ
っ
て
川
巾
が
狭
く
な
り
土

砂
の
流
出
が
河
口
の
閉
鎖
状
態
を
招
い
て
洪
水
の

脅
威
が
増
し
て
き
た
…
。
こ
う
し
た
水
害
に
対
応

す
べ
く
、
明
治
政
府
は
大
規
模
な
河
川
改
修
を
計

画
し
た
の
で
す
。

木
曽
三
川
下
流
域
の
改
修
は
四
期
に
分
け
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
安
八
町
一
帯
に
大
き
な
成
果
を

も
ら
し
た
工
事
は
明
治
二
九
年
か
ら
着
工
さ
れ
た

第
二
期
工
事
で
し
た
。
長
良
川
揖
斐
川
改
修
を
は

じ
め
と
し
た
大
榑
川
、中
村
川
、中
須
川
の
三
支
派

川
の
締
切
工
事
は
、治
水
の
み
な
ら
ず
農
業
生
産
の

面
で
も
大
い
に
功
を
奏
し
て
い
ま
す
。
特
に
中
村

川
、
中
須
川
の
締
切
は
従
来
網
の
目
状
に
乱
流
す

る
自
然
条
件
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
廃
川

地
の
耕
地
化
に
よ
っ
て
田
畑
は
増
加
、
岐
阜
県
下
で

も
有
数
の
穀
倉
地
帯
に
成
長
し
ま
し
た
。

改
修
工
事
に
よ
る
輪
中
堤
の
撤
去
は
、
結
・
森

部
・
北
今
ヶ
淵
な
ど
の
小
輪
中
を
支
え
て
い
た
輪
中

意
識
の
垣
根
も
取
払
い
ま
し
た
。
乱
立
す
る
小
輪

中
が
大
輪
中
へ
統
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
水
防

意
識
も
よ
り
広
域
な
も
の
へ
と
高
め
ら
れ
た
の
で
し

た
。
し
か
し
、
水
害
と
い
う
魔
の
手
を
一
挙
に
解
決

で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
犀
川
切
落
と
し
計
画

三
川
分
流
を
実
現
し
た
木
曽
三
川
下
流
改
修
に

引
続
き
、大
正
十
年
に
は
上
流
域
の
治
水
を
目
的
と

し
た
上
流
改
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
木
曽
三
川

上
下
流
改
修
は
、治
水
と
い
う
意
味
で
大
き
な
成
果

を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
し
か
し
こ
れ
で
水
害
の
危

険
が
皆
無
と
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
堤
防

の
築
造
や
補
強
に
よ
っ
て
破
堤
を
防
ぐ
方
策
は
講

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
悪
水
排
除
は
依
然
大
き
な
難

題
。
排
水
路
の
整
備
は
急
務
な
課
題
で
も
あ
り
ま

し
た
。

昭
和
四
年
一
月
八
日
、
安
八
町
一
帯
を
震
憾
さ
せ

た
犀
川
事
件
が
勃
発
し
ま
し
た
。
こ
と
の
起
こ
り

は
、本
巣
郡
南
部
低
地
部
の
長
年
に
わ
た
る
悪
水
排

除
の
た
め
の
計
画
に
あ
り
ま
し
た
。

本
巣
郡
南
部
地
方
は
、
東
か
ら
天
王
川
、
糸
貫

川
、中
川
、五
六
川
、犀
川
な
ど
が
網
の
目
の
よ
う
に

流
れ
、中
川
は
穂
積
村（
現
在
の
穂
積
町
）で
長
良
川

に
合
流
し
、五
六
・
犀
川
は
祖
父
江
で
長
良
川
に
合

流
す
る
地
理
的
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、長

良
川
の
河
床
が
高
く
な
っ
た
た
め
に
悪
水
の
排
出
が

困
難
と
な
り
、
一
帯
に
湛
ま
っ
た
悪
水
は
農
作
物
に

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、長
良

川
出
水
の
場
合
は
、
排
水
口
か
ら
逆
流
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
し
た
。
こ
う
し
た
悪
水
被
害
を
解
決

す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
の
が
、
犀
川
の
切
落
と
し

で
し
た
。

こ
の
切
落
と
し
計
画
は
、
当
時
の
反
対
運
動
の
激

し
さ
か
ら
、
実
際
に
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
事
件
後
の
公
判
調
書
か
ら
安
八
町
一
帯
に
影

響
を
及
ぽ
す
も
の
を
分
析
し
て
み
る
と
、
次
の
概
要

を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
概
要
は
、犀
川
・
五
六
川
・
中
川
・
長
護
寺
川

を
一
本
の
川
に
し
て
安
八
郡
と
海
津
郡
を
南
北
に
通

し
、
本
巣
郡
の
悪
水
を
長
良
川
に
切
落
と
す
と
い
う

も
の
。
こ
の
計
画
が
策
定
さ
れ
た
大
正
十
一
年
頃
か

ら
、
反
対
運
動
は
始
ま
り

ま
し
た
。

安
八
郡
は
そ
も
そ
も

長
良
川
と
揖
斐
川
に
は

さ
ま
れ
た
南
北
に
伸
び

る
輪
中
地
帯
。
集
落
を

分
断
す
る
よ
う
に
輪
中

地
帯
の
真
ん
中
に
悪
水

路
を
開
削
さ
れ
た
の
で

は
、
洪
水
の
心
配
は
無
論

の
こ
と
、
新
川
を
作
る
た

め
に
二
百
町
歩
（
二
百

ha
）
に
及
ぶ
耕
地
を
失
う

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
交
通
に
も
大

き
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
予
算
上
、幾
本
も
の
橋

を
架
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

昭
和
三
年
、反
対
運
動
の
盛
り
上
が
り
に
も
関
わ

ら
ず
、
犀
川
切
落
と
し
計
画
が
強
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
安
八
郡
七
ヶ
村
は
、
内
務
大
臣
や
岐
阜
県
知

事
に
反
対
の
陳
情
を
繰
返
し
ま
し
た
。
し
か
し
い

ず
れ
も
物
別
れ
に
終
り
、
関
係
町
村
長
及
び
役
場

職
員
全
員
が
辞
職
を
決
議
し
、
実
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
岐
阜
県
は
職
務
管
掌
を
任
命

し
、
各
役
場
へ
送
り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
火
に
油

を
注
ぐ
結
果
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
四
年
一
月
八
日
、
犀
川
事
件
は
つ
い
に
勃
発

し
ま
し
た
。
千
人
を
越
え
る
群
衆
と
警
戒
に
あ
た
っ

て
い
た
警
官
隊
の
間
で
、
乱
闘
騒
ぎ
が
起
こ
り
流
血

事
件
に
ま
で
発
展
、
翌
日
に
は
軍
隊
が
出
動
す
る
と

い
う
、最
悪
の
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

事
件
は
建
設
省
及
び
県
当
局
の
必
死
の
説
得
で
よ

う
や
く
治
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
警
察
へ

連
行
さ
れ
た
者
約
三
百
名
。
起
訴
さ
れ
た
者
は
四
七

名
で
し
た
が
、
有
罪
の
者
も
全
員
が
執
行
猶
予
。

事
件
の
後
、
犀
川
切
落
と
し
計
画
は
大
幅
に
変
更
さ

れ
、当
局
・
住
民
双
方
の
妥
結
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

安
八
町
の
ほ
ぽ
中
央
、
氷
取
地
区
に
は
犀
川
事

件
碑
が
聳
え
た
っ
て
い
ま
す
。
刻
み
込
ま
れ
て
い
る

の
は
義
烈
の
二
文

字
。
こ
れ
こ
そ
、
お

の
が
集
落
を
守
り

抜
く
輪
中
意
識
な

の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
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献

『
木
曽
三
川
│
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行 

一
九
八
八
年

『
安
八
町
史
』通
史
編 

　

安
八
町
発
行

『
犀
川
騒
擾
事
件
史
』

　

犀
川
騒
擾
事
件
史
編
纂
委
員
会

『
安
八
町
／
町
勢
要
覧
」

　

安
八
町
発
行

『
木
曽
三
川
の
治
水
史
を
語
る
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

木
曽
川
上
流
工
事
事
務
所

『
９
．
１
２
豪
雨
災
害
誌
』

　

安
八
町
発
行 

伊
藤
安
男
監
修

『
中
日
新
聞
』 
連
載
│
デ
レ
ー
ケ
の
生
涯
│

 
平
成
六
年
十
月
二
七
日
〜

 

平
成
七
年
一
月
十
日
掲
載

AREA REPORT

AREA REPORT

AREA REPORT
輪
中
地
帯
の

悪
水
排
除
と
防
水
活
動

江
戸
時
代
に
入
り
輪
中
形
成
が
進
む
と
、

農
業
の
生
産
性
向
上
と
い
う
成
果
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、

洪
水
対
策
や
悪
水
排
除
と
い
う
、

矛
盾
を
も
抱
え
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

掛
廻
堤
の
築
造
に
よ
り
天
井
川
が
出
現
し
、

洪
水
の
度
に
危
険
が
高
ま
る
一
方
、

悪
水
排
除
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
水
防
活
動
は
、
明
治
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
、

現
在
で
は
、
多
彩
な
治
水
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
九
．一
二
災
害
を
乗
り
越
え
て

昭
和
五
一
年
九
月
十
二
日
、
台
風
十
七

号
に
伴
う
集
中
豪
雨
で
長
良
川
右
岸
堤

防
が
安
八
町
で
決
壊
、
三
千
五
百
世
帯
、

一
万
五
干
人
が
被
災
す
る
と
い
う
大
惨
事

に
発
農
し
ま
し
た
。

九
月
八
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
量
は
年

間
の
約
半
分
の
一
一
〇
〇
㎜
に
達
し
、
わ

が
国
戦
後
水
害
史
上
最
大
の
も
の
。
六
日

間
に
及
芯
未
曾
有
の
長
雨
は
つ
い
に
長
良

川
堤
防
を
決
壊
し
、
濁
流
は
安
八
町
と
北

隣
の
墨
俣
町
全
域
に
襲
い
か
か
り
、
安
八

町
善
光
の
区
長
・
富
田
智
太
郎
さ
ん
は
、

水
防
作
業
中
に
殉
職
す
る
と
い
う
、
痛
ま

し
い
悲
劇
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

決
壊
の
翌
年
、
安
八
町
住
民
原
告
団
を

結
成
し
国
を
相
手
取
り
岐
阜
地
裁
へ
提

訴
。
五
七
年
の
一
審
判
決
で
は
原
告
勝

訴
、
控
訴
審
の
名
古
屋
高
裁
は
、
平
成
二

年
二
月
、
住
民
側
全
面
敗
訴
の
判
決
。
原

告
団
は
上
告
し
ま
し
た
が
、
最
高
裁
は
平

成
六
年
十
二
月
二
七
日
、
上
告
を
棄
却
、

原
告
団
は
平
成
七
年
二
月
解
散
し
て
い
ま

す
。こ

の
裁
判
と
平
行
し
建
設
省
は
、
激
甚

災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
と
し
て
堤
防
の

改
修
や
護
岸
の
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
ま
し
た
。

現
在
そ
の
破
堤
箇
所
に
ば
、
長
良
川
破

堤
記
録
碑
や
治
水
観
音
像
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

安
八
郡
一
帯
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
九
．

一
二
災
害
。
こ
う
し
た
災
害
を
乗
り
越
え

る
べ
く
、
安
八
町
で
は
、
多
彩
な
防
災
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

輪中絵図 岐阜県立歴史資料館所蔵

事件当時の犀川関係図(安八町史より)

三川分流碑

掘削された新犀川

検挙に来村した警官隊
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■
文
化
が
、人
馬
が 

　

行
き
交
っ
た
鎌
倉
街
道

名
神
高
速
道
路
・
岐
阜
羽
島
Ｉ
．Ｃ
．か
ら
車
で
約

十
分
。
羽
島
大
橋
を
越
え
れ
ば
そ
こ
は
安
八
町
で

す
。
蒲た

ん
ぽ
ぽ

公
英
の
髪
飾
り
を
つ
け
た
田
園
、絹
の
よ
う
に

た
な
び
く
雲
…
。
の
び
や
か
な
風
景
に
誘
わ
れ
て
車

を
走
ら
せ
る
と
、ほ
ど
な
く
し
て
揖
斐
川
に
行
き
あ
た

り
ま
す
。
川
の
向
こ
う
は
大
垣
市
。
川
に
囲
ま
れ
た

輪
中
の
郷
・
安
八
町
。
こ
こ
は
、い
く
つ
も
の
物
語
が
、

い
く
つ
も
の
心
が
、今
も
静
か
に
眠
る
町
で
す
。

今
か
ら
お
よ
そ
八
○
○
年
ほ
ど
前
、
鎌
倉
幕
府

の
成
立
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
京
都
と
鎌
倉
を
結

ぷ
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
六
三
の
駅
が
設
け
ら

れ
た
鎌
倉
街
道
は
、
か
つ
て
の
日
本
の
大
動
脈
。

こ
の
道
は
、
東
西
文
化
の
交
流
は
も
と
よ
り
、
軍

事
上
の
戦
略
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。

美
濃
の
地
は
、
そ
ん
な
鎌
倉
街
道
の
ル
ー
ト
で

も
あ
り
ま
し
た
。
不
破
郡
の
青
墓
宿
か
ら
垂
井
、

赤
坂
を
経
て
、安
八
町
町
屋
、入
方（
東
結
）、墨
俣

町
二
ツ
木
、
長
良
川
を
渡
っ
て
羽
島
市
へ
。
の
ち

に
美
濃
路
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
た
こ
の
道
が
、
過

ぎ
去
り
し
遠
い
日
、
活
気
あ
ふ
れ
る
宿
場
や
引
き

を
も
切
ら
ぬ
人
馬
の
往
来
で
賑
わ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
歴
史
浪
漫
へ
の
期
待
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

詰
め
込
ん
で
、
こ
こ
安
八
町
で
か
つ
て
の
鎌
倉
街

道
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。
現
在
こ
の
道
は
、

趣
を
生
か
し
調
和
の
取
れ
た
整
備
が
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。
沿
道
に
は
、照
手
姫
ゆ
か
り
の「
町

屋
観
音
堂
」、「
結
神
社
御
手
洗
水
鉢
」、
町
民
憩

い
め
ス
ペ
ー
ス
「
ま
ち
あ
い
公
園
」
な
ど
が
配
さ

れ
、
町
屋
か
ら
入
方
に
至
る
一
三
〇
〇
ⅿ
の
松
並

木
こ
そ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
春
と
も
な
れ
ば
美

し
い
桜
並
木
が
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

有
為
転
変
は
世
の
習
い
。
幾
星
霜
を
経
た
今

と
な
っ
て
は
、
人
は
た
だ
想
い
を
馳
せ
る
の
み
で

す
。
唯
一
変
わ
ら
ぬ
の
は
、
結
神
社
の
大
鳥
居
く

ら
い
な
も
の
で
し
ょ
う
。
威
風
堂
々
と
し
た
結

神
社
は
お
よ
そ
八
百
年
も
の
昔
か
ら
、
こ
こ
で
町

の
人
々
を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

■
結
神
社
と
照
手
姫
伝
説

「
高
御
産
霊
神
・
天
御
中
主
神
・
神
御
産
霊
神
・

猿
田
彦
命
」の
四
神
を
祀
っ
た
結
神
社
は
、
生
産
の

神
・
縁
結
び
の
神
と
し
て
名
高
い
神
社
。
多
く
の
人

の
想
い
を
受
け
と
め
て
き
た
神
様
で
す
。
建
仁
三

年
（
一
二
〇
三
）に
は
、『
十
六
夜
日
記
』の
作
者
で

あ
る
阿
仏
尼
も
参
拝
し
、こ
ん
な
和
歌
を
残
し
ま
し

た
。守

れ
た
だ 

契
り
む
す
ぶ
の 

神
な
ら
ば

と
け
ぬ
恨
み
に 

わ
れ
迷
は
さ
で

昔
も
今
も
、人
の
心
を
惑
わ
せ
る
恋
の
悩
み
。
照

手
姫
も
ま
た
、結
神
社
に
恋
愛
成
就
の
願
い
を
か
け

た
女
性
の
一
人
で
す
。

室
町
時
代
、
と
あ
る
豪
族
の
一
人
娘
照
手
姫
に

は
、
小
栗
判
官
と
い
う
契
り
を
交
わ
し
た
男
性
が
お

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
そ
れ
は
決
し
て
祝

福
さ
れ
る
間
柄
で
は

な
く
、
そ
の
た
め
姫
は

艱
難
辛
苦
の
荒
波
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

…
。
美
濃
の
赤
坂
（
現

在
の
大
垣
市
）
へ
身
売

り
さ
れ
、
下
女
と
し
て

の
重
労
働
を
こ
な
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
耐
え
難
い
ほ
ど
の
辛
く
厳
し
い
毎
日
。
そ
れ
で

も
姫
は
、
来
る
日
も
来
る
日
も
結
神
社
へ
と
願
を
か

け
ま
し
た
。「
判
官
に
会
い
た
い
」そ
の
一
心
で
…
。

そ
し
て
つ
い
に
、「
東
へ
旅
し
な
さ
い
。
お
ま
え

が
肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
い
る
観
音
様
を
こ
こ
へ
置
い

て
い
け
ば
、
必
ず
や
判
官
に
会
わ
せ
て
あ
げ
よ
う
」

と
い
う
夢
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
の
で
す
。

姫
は
お
告
げ
に
従
い
東
へ
。
慕
い
焦
が
れ
た
小

栗
判
官
と
再
会
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

縁
結
び
と
安
産
の
守
り
観
音
と
し
て
多
く
の
参

拝
客
が
訪
れ
る「
町
屋
観
音
堂
」の
ご
本
尊
は
、十
一

面
観
世
音
菩
薩
。
そ
の
頭
上
に
輝
く
一
寸
八
分
の

黄
金
仏
は
照
手
姫
の
守
り
本
尊
と
言
わ
れ
、
か
つ
て

は
結
神
社
に
あ
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
放
浪
の
画
家
・
蓑
虫
仙
人

結
神
社
が
位
置
す
る
地
区
は
、か
つ
て
の
結
村
。

江
戸
末
期
よ
り
明
治
に
か
け
て
、
こ
こ
か
ら
一
人
の

天
才
画
家
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
土
岐
源
吾
│
、
の

ち
に
自
ら
蓑
虫
山
人
と
名
乗
っ
た
こ
の
人
の
生
涯

は
、
実
に
起
伏
に
と
ん
だ
も
の
で
し
た
。
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）、美
濃
源
氏
の
末
裔
で
あ
る
名
家
・
土

岐
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
に
一
族
が
没
落
。
わ
ず
か

十
四
歳
で
諸
国
流
浪
の
旅
に
出
立
し
、幕
末
に
は
そ

の
青
春
時
代
を
勤
皇
の
志
士
と
し
て
の
活
動
に
費

や
し
ま
す
。
そ
ん
な
彼
が
二
十
一
歳
の
頃
に
こ
ん
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
は
路
傍
の
軒
下
で
雨
露
を
し
の
ぎ
、
あ

る
と
き
は
神
社
の
冷
い
拝
殿
で
惜
り
寝
を
し
、
ま
た

あ
る
と
き
は
情
け
の
宿
を
乞
う
て
は
追
わ
れ
の
放

浪
生
活
を
し
て
い
た
頃
、
彼
は
一
匹
の
蓑
虫
を
見
か

け
ま
し
た
。

木
の
葉
屑
を
綴
っ
て
身
に
ま
と
い
、
雨
風
の
中
を

這
い
回
る
蓑
虫
の
強
い
生
命
力
に
驚
愕
し
、と
同
時

に
絶
望
感
さ
え
覚
え
た
の
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
蓑
虫
以
上
に
屈
強
な
身
体
を
も
ち

な
が
ら
、
雨
も
風
も
し
の
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
自

分
。
自
然
の
営
み
の
中
で
、
寒
さ
に
震
え
る
人
間
の

ひ
弱
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
い
っ
た
の
で
し
た
。
人
間

の
脆
弱
さ
は
虫
け
ら
に
も
劣
る
も
の
…
。
そ
れ
に

発
憤
し
た
源
吾
は
、
折
り
た
た
み
白
在
の
テ
ン
ト
の

よ
う
な
寝
幌
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
の
寝
幌
は
広

げ
て
組
み
立
て
れ
ば
、
一
間
四
方
の
寝
室
に
、
折
り

た
た
め
ば
一
ⅿ
ば
か
り
の
笈お

い

と
し
て
背
負
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
。
こ
の
中
に
、
鍋
、
釜
、
食
器
、
絵
描

き
の
道
具
を
入
れ
、い
つ
も
背
負
っ
て
歩
き
、白
ら
を

「
蓑
虫
山
人
」と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
蓑
虫
と
は
、
寝
幌
を
考
案
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
蓑
虫
に
ち
な
み
、
ま
た
彼
の
出
生
の
地
、
美

濃
の
国
に
由
来
す
る
も
の
。
そ
の
後
、
い
つ
頃
か
ら

の
工
夫
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
寝
幌
に
車
輪

を
つ
け
曳
い
て
旅
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

彼
は「
長
良
川
納
涼
の
図
」や「
赤
坂
金
生
山
傘
松

茶
店
之
図
」
な
ど
、
多
く
の
風
景
画
や
街
道
絵
図
を

残
し
な
が
ら
、
全
国
を
旅
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に

画
家
と
し
て
の
名
声
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
師
匠
を
も
た
な
い
蓑
虫
は
、
だ
か
ら
こ
そ
流
派

に
縛
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
洒
脱
に
し
て
軽
妙
な
画

風
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

淡
い
紅
と
淡
い
碧
が
、
墨
色
に
溶
け
合
っ
て
紡
ぎ

だ
す
印
象
的
な
色
彩
…
。
そ
の
洒
脱
な
画
風
は
彼

の
生
き
様
そ
の
も
の
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

み
の
虫
は 

世
渡
り
知
ら
ず 

ご
く
つ
ぶ
し

人
の
情
け
を 

か
さ
に
き
る
の
み

白
ら
の
人
生
に
こ
ん
な
評
価
を
下
し
た
彼
は
、明

治
三
三
年
、黄
泉
の
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

権
カ
や
名
誉
を
嫌
い
、
自
由
人
を
ま
っ
と
う
し
た

放
浪
の
画
家
は
、
故
郷
結
村
に
戻
る
こ
と
な
く
、

六
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
ま
す
。

■
裸
談
義
の
花
咲
く
安
八
温
泉

坦
々
と
広
が
る
水
田
に
ポ
ツ
ン
と
た
た
ず
む
白

い
モ
ダ
ン
な
建
物
。
そ
れ
が
安
八
温
泉
で
す
。
こ

こ
の
入
湯
料
は
、わ
ず
が
三
百
円
。
銭
湯
顔
負
け
の

安
さ
で
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
は
安
八
町
が
経
営

す
る
保
養
セ
ン
タ
ー
。
町
内
在
住
の
老
人
は
無
料

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
魅
力
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、

昼
間
か
ら
押
し
合
い
へ
し
合
い
の
に
ぎ
わ
い
。
温
泉

な
ら
で
は
の
裸
談
議
が
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
温
泉
は
含
重
曹
・
食
塩
泉
。
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、

慢
性
皮
膚
病
な
ど
に
効
能
ア
リ
。
ま
さ
に
心
身
療

養
の
リ
ハ
ビ
リ
温
泉
で
す
。
館
内
に
は
数
々
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
や
食
堂
、
宴
会
場
、
大
広
間
な
ど
も
完

備
。
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
観
音
堂
に
詣
で
た
ら
、

安
八
温
泉
で
精
進
落
と
し
。

こ
れ
も
、旅
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
で
す
。

●
●
●

安・八・町・の・歳・時・記

■ゲートボール大会
 ４月中旬、10月中旬
 ：南今ヶ渕グランド
■マス釣り大会
 ５月上句：西結地内中須用水
■安八町スポーツレクリエーション祭
 ８月中旬：総合運動公園野球場
■町民運動会
 10月15目：各小学校グランド
■ヤングフェスティバル
 10月下句：安八町中央公民館
■安八町商工産業祭
 11月上旬：安八町役場前広場
■社会福祉大会
 11月下旬：老人福祉センター
■勤労青少年ホーム祭
 11月下旬：勤労青少年ホーム

■新春走ろう会
 １月上旬：安八町中央公民館前
■文化講演会
 ２月上旬：安八町中央公民館
■安八町文化祭
 ２月下旬：安八町中央公民館

※通年行事
おんさい朝市
 毎月第1日曜目
：安八町役場前広場
土曜市
 毎週土曜日：安八温泉前広場

桜
の
花
が
咲
き
競
う

歴
史
街
道
を
行
く

ひ
と
ひ
ら
、ふ
た
ひ
ら
、欄
漫
の
春
が
、

幾
千
も
の
花
び
ら
を
川
面
に
浮
か
べ
て
、

薄
紅
に
風
を
染
め
上
げ
る
…
。

彼
方
に
霞
む
養
老
の
山
々
は

う
ら
ら
か
な
空
に
溶
け
、夢
ご
こ
ち
。

た
お
や
か
に
流
れ
る
季
節
の
中
で
、

耳
を
澄
ま
せ
ば
、

聞
こ
え
て
く
る
の
は
、歴
史
の
子
守
歌
。

問
わ
ず
語
り
の
悠
久
の
詠
。

●安八町さくら祭●

4月1日、2日:安八町役場前広場
春の訪れとともに一斉に開花する桜並木。その美しさを愛でなが

ら、歌謡ショーやカラオケ大会、バザーなどがにぎやかに催されま
す。また同日、役場・公民館では、合併 40周年記念イベントも開
かれ、今年のさくら祭は従来にも増して盛大なものとなりそうです。

●公共交通機関利用●
ＪＲ／岐阜駅から東海道本線で12分
　　大垣駅下車後、パス
●マイカー利用●
約1時間
名古屋I.C.→名神高速道路を60㎞
→岐阜羽島I.C.→5㎞→安八町

町屋観音堂

結神社安八温泉保養センター
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■
改
修
前
夜

明
治
二
〇
年
四
月
、
木
曽
三
川
流
域
民
が
待
ち

に
待
っ
た
三
川
分
流
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
デ

レ
ー
ケ
の
手
に
な
る
木
曽
三
川
下
流
計
画
図
は
着

工
に
先
立
ち
、
同
年
二
月
に
名
古
屋
で
明
治
天
皇
の

天
覧
に
供
さ
れ
、
同
年
四
月
に
は
内
務
大
臣
山
縣
有

朋
率
い
る
一
行
が
現
地
を
視
察
す
る
な
ど
、
大
掛
か

り
な
行
事
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
国
を
挙
げ

て
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
が
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

宝
暦
以
降
流
域
民
の
念
願
で
あ
っ
た
三
川
分
流
は
、

つ
い
に
着
工
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

木
曽
三
川
下
流
改
修
は
、明
治
十
八
年
に
提
出
さ

れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
に
よ
る
計
画
書
に
基
づ
い

て
い
ま
す
が
、
同
年
六
月
に
木
曽
川
下
流
部
を
直
撃

し
た
台
風
の
被
害
な
ど
を
参
考
に
、
幾
度
も
手
直
し

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
工
事
の
概
要

当
時
の
改
修
工
事
の
内
容
は
以
下
の
も
の
で
し

た
。

１
）木
曽
川
は
佐
屋
川
を
締
切
り
、小
藪
川
で
長
良
川

を
締
切
り
、新
水
路
を
南
の
立
田
輪
中
の
西
部
に

開
削
し
、旧
左
堤
を
そ
の
ま
ま
右
堤
と
し
て
下
流

低
地
に
導
き
、長
島
輪
中
の
東
を
流
下
さ
せ
る
。

２
）長
良
川
は
新
水
路
を
高
須
輪
中
の
東
部
に
開
き
、

木
曽
川
と
背
を
分
け
て
旧
河
道
を
南
流
さ
せ
、長

島
輪
中
の
西
北
部
を
開
通
し
て
桑
名
に
流
下
さ
せ

る
。

３
）長
良
川
と
揖
斐
川
は
、中
村
川
、中
須
川
、大
榑

川
の
三
水
路
を
締
切
り
、揖
斐
川
は
川
巾
を
広
げ

油
島
締
切
堤
を
増
築
し
て
本
堤
と
な
し
、三
重
県

大
山
田
村
地
先
に
新
河
道
を
開
き
、桑
名
や
北
方

の
両
川
水
位
の
等
し
い
地
点
で
合
流
さ
せ
、木
曽

川
の
河
口
と
同
様
に
浚
渫
し
、通
船
に
も
便
を
図

る
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
洪
水
防
御
及
び
排
水
改
良
の
た

め
に
三
川
を
分
流
し
、
高
水
時
・
低
水
時
と
も
に
各

水
系
の
流
交
を
断
ち
、
各
水
系
の
独
立
を
目
的
と
し

て
お
り
、
先
の
宝
暦
治
水
を
徹
底
的
に
完
成
さ
せ
る

と
と
も
に
、輪
中
を
廃
し
て
堤
防
を
短
く
し
、新
川
を

開
削
し
て
川
巾
を
広
げ
、
流
路
の
屈
曲
を
矯
正
し
、

導
水
堤
や
護
岸
水
制
を
設
け
る
一
大
工
事
で
し
た
。

尚
、
こ
の
改
修
は
洪
水
を
河
道
内
に
封
じ
込
め
、

速
や
か
に
海
へ
流
入
さ
せ
る
と
い
う
高
水
工
法
で
あ

り
、
基
本
的
に
は
宝
暦
治
水
を
発
展
さ
せ
た
カ
タ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
施
工
の
経
過

木
曽
三
川
下
流
改
修
は
明
治
二
〇
年
か
ら
同

四
五
年
に
が
け
て
実
施
、
第
四
期
に
区
分
し
て
施
工

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
期
工
事

明
治
二
〇
〜
二
八
年
度
に
か
け
て
の
九
年
間
で
、

そ
の
施
工
区
は
木
曽
川
に
限
っ
た
。
木
曽
川
河
口
導

水
堤
の
築
造
、河
口
の
浚
渫
よ
り
は
じ
め
、漸
次
上
流

の
築
堤
・
浚
渫
に
及
ん
だ
。
築
堤
工
事
は
明
治
二
〇

年
度
、
ま
ず
横
満
蔵
の
木
曽
川
河
口
導
水
堤
と
の

接
続
点
よ
り
起
工
し
、
漸
次
上
流
へ
及
ん
だ
。
明
治

二
六
年
度
末
に
は
、
木
曽
・
長
良
背
割
堤
と
な
る
松

山
・
中
嶋
の
新
堤
に
着
手
し
、明
治
二
七
年
に
は
竣
工

し
た
。
続
い
て
成
戸
〜
大
和
田
及
び
長
瀬
〜
日
原
な

る
新
長
良
川
の
右
岸
堤
及
び
こ
れ
に
対
す
る
木
曽
・

長
良
背
割
堤
を
起
工
し
た
が
、
第
一
期
内
で
は
竣
工

せ
ず
、第
二
期
に
入
っ
て
よ
う
や
く
竣
工
し
た
。

第
二
期
工
事

明
治
二
九
年
度
が
ら
三
二
年
度
に
か
け
て
の
四
年

間
で
、
改
修
の
骨
子
と
も
い
え
る
三
川
分
流
を
目
指

し
た
。
浚
渫
工
事
は
前
期
か
ら
の
繰
越
し
の
日
原
〜

成
戸
の
大
土
量
の
大
部
分
を
処
理
。
築
堤
工
事
は
立

田
輪
中
及
び
佐
屋
川
締
切
堤
を
竣
工
し
た
。
第
一
期

に
着
工
し
た
木
曽
・
長
良
背
割
堤
は
明
治
三
一
年
に

竣
工
、
締
切
築
堤
工
事
は
第
二
期
に
お
け
る
主
要
工

事
で
、木
曽
・
長
良
背
割
堤
の
ほ
か
、長
良
川
筋
の
大

榑
川
、中
須
川
、中
村
川
の
締
切
り
、松
ノ
木
〜
船
頭

平
、松
ノ
木
〜
油
島
の
締
切
り
を
施
工
し
、三
川
分
流

工
事
が
竣
工
し
た
。
船
頭
平
閘
門
工
事
も
着
手
し
、

基
礎
工
を
終
了
し
た
。

第
三
期
工
事

明
治
三
三
年
度
か
ら
三
八
年
度
に
い
た
る
六
年
間

で
、
三
川
分
流
と
は
直
接
関
係
の
な
い
揖
斐
川
筋
の

松
ノ
木
以
上
の
改
修
を
行
っ
た
。
前
期
よ
り
引
き
続

い
た
閘
門
工
事
は
明
治
三
四
年
度
に
竣
工
し
た
。

第
四
期
工
事

明
治
三
九
年
度
か
ら
四
四
年
度
に
い
た
る
六
年
間

で
、
前
期
の
残
工
事
の
ほ
か
、
揖
斐
川
河
口
導
水
堤
の

築
造
や
水
制
工
事
が
施
行
さ
れ
た
。
尚
、
全
体
の
竣

工
は
、整
理
の
関
係
上
明
治
四
五
年
度
と
な
っ
た
。

工
事
は
以
上
の
よ
う
に
進
捗
し
ま
し
た
が
、
三
川

分
流
工
事
及
び
大
榑
川
・
中
須
川
締
切
工
事
が
竣
工

し
た
明
治
三
三
年
四
月
二
二
日
に
は
、愛
知
・
三
重
・

岐
阜
三
県
合
同
の「
三
川
分
流
成
功
式
」が
成
戸
の
堤

防
上
で
挙
行
さ
れ
、時
の
総
理
大
臣
・
山
縣
有
朋
、内

務
大
臣
・
西
郷
従
道
な
ど
も
出
席
し
て
い
ま
す
。

■
背
割
堤
の
締
切
工
事

背
割
堤
と
は
二
つ
の
川
を
分
流
す
る
た
め
に
両

方
の
川
の
境
界
に
築
造
し
た
堤
防
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

木
曽
・
長
良
背
割
堤
は
木
曽
三
川
下
流
改
修
工

事
の
主
目
的
で
あ
る
分
流
工
事
に
際
し
て
築
造
さ

れ
た
も
の
で
、
岐
阜
県
羽
島
市
と
海
津
町
の
境
界
に

は
じ
ま
り
、
岐
阜
県
境
に
沿
っ
て
南
下
し
、
途
中
か

ら
愛
知
県
側
に
入
り
立
田
村
福
原
ま
で
続
く
延
長

十
二
㎞
に
及
ぶ
長
大
な
堤
防
で
す
。

こ
の
分
流
工
事
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
第
二
期
工

事
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
締
切
築
堤
工
事
は
、

ま
ず
木
曽
川
筋
成
戸
と
日
原
間
、
同
じ
く
日
原
と

塩
田
間
に
お
い
て
木
曽
・
長
良
川
の
連
絡
を
断
ち
切

り
、
次
い
で
松
ノ
木
と
船
頭
平
間
に
お
い
て
新
木
曽

川
を
新
長
良
川
よ
り
分
離
さ
せ
、
油
島
と
松
ノ
木

間
で
長
良
川
と
揖
斐
川
の
連
絡
を
断
ち
切
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
宝
暦
治
水
以
来
の
悲
願
で
あ
る
三

川
分
流
は
実
現
し
ま
し
た
が
、薩
摩
義
士
に
よ
る
喰

違
堰
の
旧
土
堤
は
新
堤
の
小
段
と
し
て
千
本
松
の

旧
観
を
残
し
、
ま
た
洗
堰
は
張
石
を
除
き
旧
土
堤

を
接
続
し
て
小
段
形
に
盛
土
を
し
、
千
本
松
に
続
い

て
松
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
在
の
治
水

神
社
・
千
本
松
原
辺
り
の
景
観
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
締
切
工
事
は
秋
の
出
水
後
に
着
手
さ
れ
ま
し

た
。台
風
が
来
襲
す
る
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は

水
嵩
が
増
し
て
、工
事
は
困
難
を
極
め
る
か
ら
で
す
。

工
事
は
あ
ら
か
じ
め
新
川
に
通
水
す
る
低
水
路
を
開

き
、こ
れ
に
通
水
し
た
後
、
締
切
線
に
箕い

の

こ

猪
子（
美
濃

国
特
有
の
水
制
）や
土
砂
を
投
入
し
て
施
工
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
こ
の
地
方
古
来
よ
り
使
わ
れ
て
い
る
方
法

で
あ
り
、粗そ

だ朶
沈
床
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

■
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
導
入

改
修
の
大
き
な
特
徴
は
ケ
レ
ッ
プ
水

制
の
建
設
で
す
。
こ
の
工
法
は
オ
ラ
ン

ダ
人
技
師
の
エ
ッ
セ
ン
や
デ
レ
ー
ケ
ら
が

わ
が
国
に
導
入
し
た
も
の
で
、
従
来
の
日

本
が
築
造
し
て
い
た
水み

ず
は
ね刎

（
猿
尾
）
の
機

能
を
進
化
さ
せ
た
も
の
。
河
岸
か
ら
河

心
に
突
き
出
し
た
突
堤
で
あ
り
、そ
の
目

的
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
、河
岸
付
近
の
流
勢
を
弱
め
て
河
床
の

洗
掘
を
防
ぎ
、土
砂
の
沈
殿
を
促
し

て
堤
防
護
岸
の
安
全
を
図
る
。

２
、水
流
の
方
向
を
変
え
さ
せ
て
、水
衝

部
の
固
定
を
図
る
。

３
、低
水
路
の
幅
や
水
深
を
維
持
さ
せ
る
。

４
、流
れ
を
集
中
さ
せ
て
、取
水
等
を
便
利
に
す
る
。

木
曽
三
川
下
流
改
修
に
お
け
る
施
工
箇
所
は

三
九
三
箇
所
、
水
制
延
長
約
六
万
六
千
m
に
及

び
、
建
設
費
用
は
直
接
工
事
費
の
二
〇
．
八
%
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
浚
渫
工
事
（
三
一
．
二

%
）築
堤（
二
五
．
四
%
）に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、
重

要
な
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

■
導
水
堤（
導
流
堤
）の
築
造

分
流
工
事
に
伴
っ
て
河
口
部
の
水
深
を
維

持
す
る
た
め
に
、
木
曽
川
と
揖
斐
川
河
口
二

箇
所
に
導
水
堤
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
導
水
堤
は
全
長
四
六
八
○
m
、

う
ち
三
分
の
一
は
土
堤
、
残
り
は
石
堤
と

な
っ
て
い
ま
す
。
土
堤
は
新
川
掘
削
の
際
の

浚
渫
土
砂
や
撤
廃
す
る
旧
堤
の
土
砂
で
築

造
、
石
堤
は
材
料
で
あ
る
石
の
入
手
が
困
難

で
あ
っ
た
た
め
、
一
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使

用
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
は
石
材
で

構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
導
水
堤
は
全
長
約
五
四
八
○
m

で
、
約
二
分
の
一
の
土
堤
と
石
堤
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
木
曽
川
と
同
様
、
石
材
入
手
は
困
難

を
極
め
ま
し
た
が
、
明
治
四
二
年
に
竣
工
し
て
い
ま

す
。
こ
の
導
水
堤
の
特
徴
は
舟
運
の
た
め
に
中
央
部

に
約
十
m
の
開
口
部
を
設
け
て
い
る
点
で
す
。

こ
れ
ら
導
水
堤
や
ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
、
河
水
の
氾

濫
を
防
ぎ
、
土
砂
の
送
流
を
助
け
、
舟
運
の
便
な
ど

に
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

歴史ドキュメント

歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

■
参
考
文
献

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行 

一
九
八
八
年

『
デ
レ
ー
ケ
の
生
涯
〜
木
曽
三
川
を
分
流
し
た
男
〜
』

　

中
日
新
聞

『
デ
レ
ー
ケ
と
そ
の
生
涯
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行 

昭
和
六
二
年

『
木
曽
三
川
の
治
水
史
を
語
る
』

　

建
設
省
木
曽
川
上
流
工
事
事
務
所
発
行

　

昭
和
四
四
年

『
昭
和
五
九
年
度
／
木
曽
・
長
良
背
割
堤
環
境
調
査
業

務
・
報
告
書
』

　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
／

　

昭
和
六
〇
年

『
木
曽
・
長
良
背
割
堤
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

　

建
設
省

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所 

監
修
・
発
行

『
海
津
町
史
』通
史
編
下
巻

　

海
津
町
発
行

『
安
八
町
史
』通
史
編
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『
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変
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た
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平
閘
門
』

　

建
設
省
木
曽
川
下
流
事
務
所

　

平
成
六
年

明治改修

特
集

第三編

千
本
松
の
景
観
を
そ
の
ま
ま
に
、

つ
い
に
実
現
し
た
完
全
分
流
工
事

明
治
二
〇
年
四
月
、木
曽
三
川
流
域
民
の
悲
願
で
あ
っ
た

完
全
分
流
工
事
は
つ
い
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

木
曽
・
長
良
・
揖
斐
を
つ
な
ぐ
支
派
川
を
く
ま
な
く
断
切
っ
て
、

新
木
曽
川
、新
長
良
川
な
ど
、新
し
い
河
道
を
切
り
開
く
…
。

背
割
堤
で
三
川
を
分
割
し
、流
況
の
安
定
を
図
る
た
め
、

ケ
レ
ッ
プ
水
制
や
導
水
堤
を
築
造
。

人
智
を
尽
く
し
た
改
修
工
事
は

二
五
年
の
歳
月
を
要
し
て
つ
い
に
竣
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
改
修
の
あ
ら
ま
し

明
治
政
府
は
西
欧
の
近
代
技
術
を
導
入
し
、
抜

本
的
な
改
修
、
す
な
わ
ち
完
全
な
三
川
分
流
計
画

を
策
定
し
、
蘭
人
工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー
ケ
の

監
修
の
も
と
、
明
治
二
〇
年
に
着
工
し
て
い
ま

す
。
そ
の
目
的
は
①
洪
水
防
御
②
堤
内
の
排
水
改

良
③
舟
運
路
の
改
善
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
①
と
②

が
重
点
課
題
。
高
水
工
法
を
主
体
に
第
一
期
か
ら

第
四
期
に
か
け
て
工
事
は
行
わ
れ
、
明
治
45
年
に

は
完
成
、
三
川
分
流
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

千本松原

ケレップ水制の概略図

木曽川導水堤

明治改修計画

木曽川河口導水堤（石堤）
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近
代
的
な
治
水
工
事
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
木
曽

三
川
の
明
治
改
修
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
画
の
べ
ー

ス
と
な
っ
た
明
治
以
前
の
治
水
工
事
を
述
べ
る
必
要

が
あ
る
。
木
曽
三
川
の
治
水
史
を
語
る
場
合
必
ず

触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
治
水
史
上
で
名

高
い
宝
暦
治
水
工
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
常
『
宝
暦

治
水
』あ
る
い
は『
薩
摩
工
事
』と
呼
ば
れ
、
工
事
受

託
よ
り
終
了
ま
で
の
御
手
伝
普
請
の
悲
惨
さ
、過
酷

さ
、ま
た
外
様
藩
で
あ
る
薩
摩
藩
が
幕
府
か
ら
受
け

た
財
政
的
・
感
情
的
な
圧
追
は
、悲
劇
的
な
哀
史
と

し
て
治
水
史
上
で
も
名
高
い
も
の
で
あ
る
。
薩
摩

藩
が
莫
大
な
犠
牲
を
顧
み
ず
木
曽
三
川
の
治
水
工

事
に
尽
く
し
た
だ
け
に
、
よ
り
悲
劇
的
で
あ
る
。
宝

暦
治
水
は
、
三
川
分
流
を
中
心
課
題
と
し
た
背
割

堤
・
締
切
堤
・
洗
堰
な
ど
の
大
工
事
で
あ
り
、具
体
的

に
は
、
①
油
島
締
切
堤
、
②
大
榑
川
洗
堰
、
③
逆
川

洗
堰
締
切
の
三
つ
が
最
も
難
工
事
で
あ
っ
た
。
現
在

の
よ
う
に
施
工
機
械
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
人
力

主
体
の
施
工
方
法
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
困
難
さ
は

現
代
の
工
事
方
法
と
比
較
し
て
想
像
を
絶
す
る
も

の
が
あ
る
。
宝
暦
治
水
の
最

重
点
工
事
は
、
油
島
の
締
切

工
事
で
あ
り
、
木
曽
川
と
揖

斐
川（
旧
名
伊
尾
川
）と
の
合

流
点
で
南
北
か
ら
堤
防
を
延

長
し
て
両
川
を
分
離
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

締
切
工
事
は
、
完
全
な
締
切

で
は
な
く
中
間
の
約
六
一
二

メ
ー
ト
ル
を
開
口
さ
せ
て
完

了
し
た
。
当
時
の
水
工
技

術
上
の
問
題
や
、
様
々
な
輪

中
間
の
利
害
関
係
か
ら
、
そ

の
後
油
島
の
場
合
は
喰
違
堰

に
、大
榑
川
は
洗
堰
と
い
っ
た

妥
協
的
な
工
法
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
土
砂
流
送
を
含
む

河
相
論
的
な
観
点
が
ら
見

る
と
無
理
な
面
も
あ
り
、

河
床
変
動
の
た
め
水
害
が
減

少
す
る
地
域
と
増
大
す
る
地

域
が
生
じ
、
輪
中
間
の
対
立

抗
争
な
ど
が
生
じ
た
。
な
お
大
榑
川
の
洗
堰
は
、同

川
の
入
口
に
洗
堰
を
設
け
て
長
良
川
・
揖
斐
川
の
洪

水
調
節
を
行
い
、揖
斐
川
の
洪
水
氾
濫
を
軽
減
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
逆
川
は
天
正
一
四
年

（
一
五
八
四
）
の
木
曽
川
大
洪
水
の
時
に
生
じ
た
木

曽
川
の
派
川
で
西
北
に
流
れ
、
竹
ケ
鼻
で
足
近
川
と

合
流
し
、
さ
ら
に
西
北
流
し
て
長
良
川
に
流
入
し
て

い
た
。
こ
の
逆
川
を
洗
堰
で
締
め
切
っ
て
木
曽
川
と

長
良
川
の
洪
水
時
の
相
互
干
渉
を
除
去
し
た
。

■
三
川
分
流
へ
の
取
組
と
改
修
調
査

宝
暦
治
水
の
後
も
木
曽
三
川
流
域
で
は
し
ば
し
ば

水
害
を
蒙
る
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
で
推
移
し
、
明
治

維
新
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
に『
明
治
改
修
』

と
し
て
結
実
し
て
行
く
大
き
な
動
機
と
な
っ
た
治
水

へ
の
要
請
は
、
明
治
維
新
直
後
か
ら
動
き
出
し
た
。

明
治
新
政
府
が
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
『
治
河

使
』を
設
置
し
た
の
に
触
発
さ
れ
て
、
廃
藩
置
県（
明

治
四
年
）
前
の
笠
松
県
で
は
明
治
元
年
十
一
月
に『
水

利
論
』
を
出
し
て
、
新
政
府
に
対
し
て
治
水
の
要
請

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）に
治

水
・
築
港
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
技
師
を
招
聘
す
る
こ
と

が
明
治
政
府
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

名
古
屋
大
参
事
丹
羽
賢
は
木
曽
川
を
治
め
る
た
め
の

熟
練
の
外
国
人
を
雇
用
し
た
い
旨
、
工
部
省
へ
申
し

出
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
、

岐
阜
・
愛
知
両
県
関
係
の
輪
中
の
堤
防
取
締
役
が
土

木
司
に『
木
曽
三
川
分
流
工
事
の
施
工
方
』を
願
い
出

て
お
り
、岐
阜
県
治
水
史
に
よ
れ
ば
、こ
れ
を
三
川
分

流
に
つ
い
て
の
民
意
の
始
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
明

治
六
年（
一
八
七
三
）に
は
、岐
阜
県
安
八
郡
の
浄
雲
寺

住
職
高
橋
示
証
が
三
川
の
幅
員
を
木
曽
川
三
〇
〇

間（
五
四
五
メ
ー
ト
ル
）長
良
川
二
五
〇
間（
四
五
五

メ
ー
ト
ル
）揖
斐
川
二
五
〇
間（
四
五
五
メ
ー
ト
ル
）

に
拡
張
す
る
と
と
も
に
河
口
ま
で
の
分
流
の
必
要
性

を
具
体
的
に
提
言
し
た
。
彼
は
、
さ
ら
に
明
治
八
年

に
は
三
月
と
六
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
再
提
言
を
し

て
お
り
、
具
体
的
に
施
工
手
順
や
工
事
費
の
見
積
も

り
、便
益
の
見
積
も
行
っ
て
い
る
。
明
治
改
修
計
画
で

は
、オ
ラ
ン
ダ
人
工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
の
名
前

の
み
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
、
こ
の
高
橋
計
画
書
や
そ
れ
以
前
の
三
川
分

流
の
請
願
書
が
べ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
の
要
望

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
最
終
的
な
治
水
の
決
め
手
が
三

川
分
流
で
あ
る
こ
と
を
デ
・
レ
ー
ケ
以
前
に
提
言
し
て

い
る
こ
と
は
、注
目
に
値
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
明
治
改
修
に
先
立
っ
て
、
ま
た
デ
・

レ
ー
ケ
が
調
査
と
計
画
立
案
に
本
格
的
に
取
り
組
む

以
前
に
、
官
民
双
方
よ
り
木
曽
三
川
改
修
（
分
流
改

修
）に
対
す
る
熱
烈
な
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
治
水
が
深

刻
か
つ
複
雑
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て

い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
技
術
者
の
う
ち
で
木
曽
三
川
と
切
っ
て

も
切
れ
な
い
宿
命
的
な
関
係
が
で
き
た
の
は
、
四
等

工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
で
あ
っ
た
。
彼
は
明
治

六
年（
一
八
七
三
）九
月
に
三
一
才
で
来
日
し
、同
三
六

年（
一
九
〇
三
）の
六
一
才
の
時
に
帰
国
し
た
。
な
お
、

彼
の
父
ピ
ー
タ
ー
・
デ
・
レ
ー
ケ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
堤
防

築
堤
工
で
あ
っ
て
、こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
と
干
拓
堤

防
に
囲
ま
れ
た
出
生
地
の
情
景
は
、後
の
デ
・
レ
ー
ケ

の
水
工
技
術
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

来
日
当
初
は
、
淀
川
改
修
と
大
阪
築
港
に
参
画
し
て

い
た
が
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
一
月
十
九
日
付

け
で
木
曽
川
改
修
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
彼
は
、
木
曽
三
川
流
域
を
視
察
し
、
そ
の
一
か
月

後
に
木
曽
川
下
流
の
概
説
書
』
を
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
概
説
書
は
、
木
曽
川
の
み
の
分
流
を
提
言
し
て
い

る
が
、こ
れ
は
、
木
曽
三
川
の
中
で
木
曽
川
の
流
送
土

砂
と
流
水
挙
動
が
洪
水
災
害
に
対
し
て
最
も
支
配
的

で
あ
り
、
最
初
に
取
り
組
む
べ
き
最
重
要
課
題
と
し

て
彼
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
提
出
さ
れ
た

概
説
書
に
つ
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
木
曽
川
上

流
部
が
ら
流
送
さ
れ
て
く
る
土
砂
を
下
流
部
で
で
き

る
だ
け
堆
積
さ
せ
ず
海
ま
で
流
送
す
る
た
め
に
は
、

土
砂
の
『
掃
流
力
』
と
い
う
土
砂
水
理
学
的
観
点
か

ら
、
①
木
曽
川
の
流
量
全
部
が
木
曽
川
に
必
要
で
あ

る
こ
と
、②
河
道
内
の
掃
流
力
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、

ケ
レ
ッ
プ
水
制
等
に
よ
っ
て
低
水
路
部
分
を
限
定
す

る
、
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
流

域
を
一
貫
し
た
視
点
に
立
っ
て
『
流
出
土
砂
』
問
題
の

処
理
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
上
流
か
ら

下
流
ま
で
の
河
道
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の

測
量
、
と
り
わ
け
標
杭
と
量
水
標
の
設
置
お
よ
び
高

低
測
量
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
デ
・

レ
ー
ケ
は
明
治
十
一
年
か
ら
木
曽
川
、飛
騨
川
、長
良

川
の
水
源
地
域
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
水
源
地

域
の
調
査
は
、
木
曽
三
川
源
流
部
に
お
け
る
生
産
土

砂
量
の
把
握
を
目
指
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
明

治
六
年（
一
八
七
三
）に
は
、
木
曽
三
川
に
量
水
標
が

設
置
さ
れ
、同
年
五
月
十
二
日
に
は
、岐
阜
県
中
島
郡

馬
飼
村
よ
り
測
量
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
が
木
曽
川

下
流
改
修
に
つ
い
て
の
測
量
の
嚆こ

う
し矢

で
あ
る
。
木
曽

三
川
下
流
域
の
測
量
の
完
成
は
明
治
十
六
年
十
二
月

で
あ
る
。
デ
・
レ
ー
ケ
が
改
修
計
画
を
進
め
て
い
た
当

時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
水
理
学
分
野
の
状
況
を

示
す
と
別
表
の
よ
う
で
あ
る
。
既
に
一
七
六
九
年
に

は
シ
ェ
ジ
ー
公
式
が
発
表
さ
れ
て
お
り
流
水
の
等
流

計
算
が
可
能
で
あ
り
、ま
た
ド
・
ボ
ワ
の
掃
流
砂
量
公

式
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
学
問
的
水
準
か
ら

は
、河
床
変
動
計
算
は
出
来
な
か
た
け
れ
ど
も
、土
砂

の
輸
送
に
関
わ
る
掃
流
力
が
水
深
と
水
面
勾
配
の
関

数
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
シ
ェ
ジ
ー
公

式
の
変
形
式
と
掃
流
力
を
内
包
し
た
河
川
幅
の
計
算

式（
河
川
幅
を
流
量
、
径
深
、
水
面
勾
配
の
関
数
で
表

現
し
た
式
）か
ら
河
川
幅
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。

■
水
理
学
的
側
面
か
ら
見
た
明
治
改
修

以
上
の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら
、
明
治
十
七

年
十
月
に
木
曽
川
改
修
計
画
の
立
案
に
着
手

し
、
再
三
の
計
画
変
更
を
経
て
、
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
に
明
治
改
修
の
計
画
が
完
成
し
、
翌

年
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
。
こ
の
『
明
治
改
修
計

画
』の
骨
子
は
、

①
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
三
川
の
完
全
分
流（
喰
違
堰  

と

洗
堰
の
廃
止
）

②
河
道
の
拡
幅
お
よ
び
整
理（
新
川
の
開
削
、屈
曲
部

の
矯
正
、護
岸
、水
制
、佐
屋
川
な
ど
の
廃
川
）

③
河
口
部
の
処
理（
導
水
路
、護
岸
、水
制
）

④
輪
中
の
廃
止（
内
水
排
除
を
含
む
）

⑤
流
出
土
砂
の
抑
制（
砂
防
堰
堤
、山
林
保
護
、植
林

に
よ
る
水
源
地
涵
養
）

か
ら
成
り
、
洪
水
対
処
の
た
め
の
高
水
工
事
と
と

も
に
舟
運
な
ど
の
た
め
の
低
水
工
事
を
主
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
川
分
流
工
事
の
大
き
な
特
徴

は
、
明
治
改
修
計
画
図
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
①
木

曽
川
に
つ
い
て
は
、
佐
屋
川
の
完
全
締
切
り
に
よ
る
廃

川
お
よ
び
洪
水
疎
通
能
力
の
確
保
と
流
送
土
砂
の
堆

積
防
止
の
た
め
の
観
点
か
ら
、
河
川
の
屈
曲
部
を
無

く
し
、
直
線
化
す
る
た
め
新
川
を
開
削
す
る
。
②
長

良
川
に
つ
い
て
は
、
成
戸
よ
り
下
流
長
島
ま
で
の
長
良

川
の
新
河
道
は
旧
木
曽
川
の
河
道
を
利
用
す
る
。
成

戸
よ
り
上
流
部
は
、
一
部
旧
木
曽
川
の
河
道
を
利
用

す
る
が
、
大
部
分
は
新
川
の
開
削
を
行
い
直
線
化
す

る
。
な
お
、
揖
斐
川
に
連
結
さ
れ
て
い
た
大
榑
川
の

洗
堰
を
完
全
に
締
め
切
る
。③
揖
斐
川
に
つ
い
て
は
、

河
道
の
拡
幅（
引
堤
）に
よ
り
洪
水
疎
通
能
力
を
高
め

る
。上

記
の
河
道
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
築
堤
、
護
岸
ば

か
り
で
な
く
、
低
水
路
維
持
の
た
め
の
水
制（
粗
朶
沈

床
や
ケ
レ
ッ
プ
水
制
）
が
各
地
に
設
け
ら
れ
た
。
木

曽
・
長
良
の
背
割
堤
の
木
曽
川
右
岸
に
設
置
さ
れ
た

ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
現
存
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け

る
緩
流
河
川
工
法
、
と
り
わ
け
舟
運
の
た
め
の
低
水

路
工
事
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ケ
レ
ッ
プ

水
制
の
水
制
長
と
水
制
間
隔
は
長
良
川
の
河
道
に
良

く
適
合
し
て
い
る
。
明
治

改
修
で
は
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制

が
木
曽
三
川
で
三
七
一
箇

所
（
総
延
長
六
三
・
六
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
設
置
さ

れ
た
。
木
曽
三
川
下
流
部

の
河
川
景
観
は
、
流
送
土

砂
量
の
多
寡
を
除
け
ば
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
ン
川
下

流
部
の
そ
れ
と
非
常
に
似

て
お
り
、
両
者
の
景
観
と

河
川
処
理
の
類
似
性
に
驚

か
さ
れ
る
。
当
時
の
河
川

工
法
の
他
国
へ
の
技
術
移
転
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
で
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
木
曽
川
下
流
改
修
計
画

は
、
日
本
で
初
め
て
シ
ェ
ジ
ー
公
式
の
変
形
式
（
平
均

流
速
公
式
）
に
基
ず
き
計
画
高
水
流
量
と
河
川
幅
の

決
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、日
本
に
お
け
る
近
代
河

川
計
画
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。
デ
・
レ
ー
ケ
は
、
そ
の
作

成
者
と
し
て
の
功
績
が
後
に
評
価
さ
れ
た
。
な
お
、

政
府
は
明
治
二
九
年
に
河
川
法
、
同
三
十
年
に
砂
防

法
、
三
三
年
に
は
土
地
収
用
法
を
制
定
し
、
河
川
事

業
の
主
眼
は
堤
防
工
事
を
主
体
と
し
た
洪
水
防
御
の

た
め
の
高
水
工
事
へ
移
行
さ
せ
て
い
る
。
明
治
改
修

の
工
事
中
に
は
、明
治
二
四
年（
一
八
九
一
）十
月
二
八

日
に
発
生
し
た
濃
尾
大
震
災
、
明
治
二
七
│
二
八
年

（
一
八
九
四
│
九
五
）
の
日
清
戦
争
、
明
治
二
九
年
の

大
洪
水
等
の
出
来
事
が
次
々
に
発
生
し
改
修
事
業
が

遅
延
ぎ
み
で
あ
っ
た
が
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え

明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）四
月
二
二
日
に
三
川
分
流

成
功
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
特
に
濃
尾
大
震
災
は
、

Ｍ
八
・一
死
者
七
八
八
○
人
、
負
傷
者
二
一
〇
〇
人
、

全
壊
家
屋
一
六
四
六
二
軒
と
い
う
大
災
害
で
あ
り
、

各
地
で
地
盤
の
液
状
化
を
生
じ
て
、河
川
堤
防
、海
岸

堤
防
、道
路
、橋
梁
、溜
池
、桶
管
、用
水
等
の
土
木
構

造
物
の
被
害
が
広
域
的
に
発
生
し
、
そ
れ
ら
の
復
旧

に
多
額
の
経
費
と
日
数
を
費
や
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
大
地
震
に
よ
る
被
害
額
は
、
当
時
の
国

家
予
算
の
ほ
ぽ
一
年
分
に
相
当
し
、震
災
損
失
額
が
い

か
に
大
き
か
っ
た
が
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
た
の
で
、
木
曽
三
川
分
流
改
修
工
事
は
、
数
年

間
停
滞
し
た
。
な
お
、
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）に

入
り
、『
三
川
分
流
碑
』が
木
曽
・
長
良
の
背
割
堤
の
基

部
に
建
立
さ
れ
た
。
明
治
改
修
は
、す
べ
て
の
工
事
が

竣
工
す
る
ま
で
に
実
に
二
六
年
間
の
年
月
を
要
し
、

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
完
了
し
た
。
こ
の
改
修

工
事
と
大
正
・
昭
和
初
期
に
進
展
し
た
水
力
開
発
ダ

ム
に
よ
っ
て
洪
水
時
の
流
送
土
砂
量
が
減
少
し
、水
害

の
常
襲
地
帯
で
あ
っ
た
木
曽
三
川
沿
川
の
洪
水
被
害

は
大
幅
に
減
少
し
、
流
域
の
今
日
の
発
展
の
基
礎
と

な
っ
た
。
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背水曲線の式を発表（ナポリ）

BOOK LAND

明
治
改
修
に
お
け
る
治
水
技
術

宝
暦
治
水
以
来
の
念
願
で
あ
っ
た
木
曽
三
川
下
流
改
修
は
、

従
来
の
施
工
方
法
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
近
代
工
法
を
導
入
。

そ
の
治
水
技
術
を
河
村
三
郎
氏（
河
川
工
学
）に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
ゆ
た
か
な
川
づ
く
り
を
提
唱
し
た
建
設

省
在
籍
の
河
川
技
術
者
関
正
和
氏
が
次
代
を
担

う
若
者
に
、
情
熱
を
こ
め
て
描
い
た
日
本
の
川

の
歴
史
と
そ
の
現
状
、
そ
し
て
未
来
像
…
「
大

地
の
川
」
は
「
山
紫
水
明
の
地
日
本
」
を
願
う

著
者
の
真
摯
な
言
葉
で
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
執

筆
の
理
由
は
直
腸
ガ
ン
に
罹
患
し
た
箸
者
が
い

わ
ぱ
遺
稿
の
つ
も
り
で
パ
ソ
コ
ン
を
叩
い
た
と

い
う
も
の
。
肺
に
ガ
ン
が
転
移
し
た
後
、
記
さ

れ
た
『
天
空
の
川
』
は
、
夫
婦
と
は
、
人
間
の

強
さ
と
は
何
か
が
胸
に
迫
る
出
色
の
闘
病
記
。

関
正
和
氏
は
残
念
な
が
ら
今
年
一
月
に
死
去
。

そ
の
優
し
く
凄
絶
な
一
生
が
綴
ら
れ
た
必
読
の

書
で
あ
る
。

大地の川 著書 関正和
天空の川 発行 草思社

河村三郎
（こうむら・さぶろう）

一 九 三 一年生まれ、岐阜県出身。
一九六六年コロラド州立大学大学院終了。
専攻は河川工学。岐阜大学教授を経て
一九八五年から二期四年岐阜大学工学部
長。一九九四年三月定年退官、岐阜大学
名誉教授。現在中部電力技術顧問、及び
河川環境研究所所長。著書、土砂水理学等。

デレーケによる改修図 木曽川下流工事事務所所蔵
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《開館時間》 午前9時～午後4時30分
《休 館 日》 毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》 無料
《交通機関》 国道1号線尾張大橋から車で約10分
  名神羽島I.Cから車で約30分
  東名阪長島I.Cから車で約10分
《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496 愛知県海部郡
 立田村福原
TEL（0567）24-6233

●木曽川文庫利用案内● 編 集 後 記
『長島町輪中の郷』では「三川分流展」が 4月 25 日
から開催されています。
当時の設計図や川の変遷など、三川分流の足跡をたど

ることができる貴重な展示会です。ご家族でお友だち同
志で、是非お出かけください。

【お問合せ先】 
長島町輪中の郷 
〒511-11三重県桑名郡長島町大字西川1093番地 
　☎0594-42-0001

編集部では皆様のご意見、ご感想をお待ちしていま
す。宛て先は、木曽川文庫まで。
Vol.14 編集にあたっては、安八町役場、河村三郎先生

にご協力をいただきました。ありがとうございます。
次回は木曽川町を特集します。ご期待ください。

表紙写真
左上 : 揖斐川
左下 : 犀川事件の碑
右 : 中須川の桜並木
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